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 山本芳嗣 筑波大学名誉教授 
 
インタビュー日時 
第 1 回 2018 年 5 月 17 日 於：筑波大学 




黒田  翔 筑波大学大学院システム情報工学研究科 ［第 2 回］ 
島田夏美 筑波大学大学院システム情報工学研究科 ［第 1 回・第 2 回］ 
辻本隆宏 筑波大学大学院システム情報工学研究科（当時） ［第 1 回］ 

































1973 年 3 月  名古屋工業大学 工学部 経営工学科 卒業 
1975 年 3 月  慶應義塾大学大学院工学研究科管理工学専攻 修士課程修了 
1978 年 3 月  慶應義塾大学大学院工学研究科管理工学専攻 博士課程中退（単位取得退学） 
【職歴】 
1978 年 4 月－1979 年 6 月   慶應義塾大学 助手 工学部管理工学科 
1979 年 7 月－1980 年 9 月   東京工業大学 助手 理学部情報科学科 
1980 年 10 月－1983 年 5 月  筑波大学 講師 社会工学系 
1983 年 6 月－1991 年 4 月   筑波大学 助教授 社会工学系 
1985 年 6 月－1985 年 6 月   アムステルダム自由大学 客員研究員 
1985 年 9 月－1986 年 11 月  ボン大学 客員研究員 
1989 年 12 月－1990 年 8 月  ボン大学 客員研究員 
1991 年 4 月－2004 年 3 月  筑波大学 教授 社会工学系 
1995 年 4 月－1997 年 3 月  筑波大学 経営・政策科学研究科長 
2003 年 4 月－2005 年 3 月  筑波大学 社会工学研究科長 
2004 年 4 月－2016 年 3 月  筑波大学大学院 教授 システム情報工学研究科 
2015 年 4 月－2019 年 3 月  静岡大学 工学部 客員教授 
2005 年 7 月－2005 年 9 月  トリア大学 客員研究員 
2006 年 2 月－2006 年 3 月  アムステルダム自由大学，ティルバーグ大学 客員研究員 
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【学会活動等】 
1988 年  日本オペレーションズ・リサーチ学会 文献賞（第 16 回）1 
1994 年  日本オペレーションズ・リサーチ学会 フェロー 
2010 年－2011 年  日本オペレーションズ・リサーチ学会 理事（編集担当） 
2013 年 3 月  日本オペレーションズ・リサーチ学会 業績賞 
1999 年－2016 年  Optimization and Engineering 編集委員 





2018 年 10 月 15 日撮影。筑波大学山本先生個人研究室にて。 
 
  
                                                        































































ゃって、2 人とも非常に素晴らしい方です。西野先生はアロー（Kenneth J. Arrow）に呼ばれてしば
らく渡米されていました。 
当時は先生が参加しているゼミよりも学生が勝手にやっているゼミのほうがたくさんありました。仲

























































山本 でも、この F 棟はもうありました。できたばっかりだった。その後 1 カ月悩みました。というのは、
























































































































































































山本 はい。3 つの専攻に分かれているというのは変わりませんね。 
 







― この時の名称が、社会工学という日本語は同じなのですが、英語がまだ現在の Policy and 
Planning Sciences ではなくて、Socio-Economic Planning になっています。英語の名称の移り変わり
の経緯をご存じでしょうか。 
 












少しないという感じがありました。それから Policy and Planning Sciences に変わって、多少は整合性
が良くなったかなというような感じですね。 
 
― たとえば社会システム工学専攻がありましたが、社会システム工学というのは英語だと Social 
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System Engineering です。Social とか Engineering みたいなものがありつつも、当時の先生方のお

























― 「team PhilOpt))))」でしょうか。 
 











































                                                        
3 Kaneko, M. and Y. Yamamoto, “The existence and computation of competitive equilibria in 


























― 社工に着任されたのは 1980 年でしたね。 
 
山本 80 年の 10 月からです。 
 
― それから 2016 年に退職されるまでずっと社工ということですね。 
 
山本 ずっと社工です。 


















































































― 当時、その最適化とか OR というのは学会（日本オペレーションズ・リサーチ学会）としてはどの
ぐらいの規模だったのでしょうか。 
 






























                                                        




























































































































































































































山本 都市の研究会 5が夏と冬に年 2 回開催されて、1 回は南山大学で 1 回は筑波なんですが、
そのどちらかにはずっと顔を出しています。そこで、「ああ、これは自分に、何か役に立つかな」とい
                                                        

























































































































































てもすぐ、たとえば 3 月末でいなくなったから 4 月 1 日付で新しい人が来られるかというと、そうじゃ





























































大学院の授業ノート〈その 1〉 Concavity Cuts (ref. Horst and Tuy, “Concavity Cuts” In Global 
Optimization, Springer-Verlag) について。 
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大学院の授業ノート〈その 2〉 Primitive Sets (ref. Scarf, H. “The Approximation of Fixed Points of a 

























































































































































































                                                        
6 山本先生は、経営・政策科学研究科長（1995 年 4 月～1997 年 3 月）、社会工学研究科長




































                                                        
7 1980 年、社会工学系講師として着任。1997 年に東京大学に転出するまで、国際政治経済学研
究科長などを歴任。 
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任期の 2 年間は彼の面倒を見られなかったので、任期が終わった後、私はこの部屋 8じゃなくて彼
の実験室の隣に机をもらって、そこに入り浸っていました。 
 

























































山本 いやいや、そうじゃなくて、いや、もうめでたいという話じゃない。それは、もう 2 年ほど前に学
生と一緒に書いた論文だけれども、私がもう妥協して「ここで投稿したらどう？」と言った時、彼は
「嫌だ」と言ったわけ。 
 
― 妥協したくないと。 
 
山本 リジェクトを繰り返してやっと、割といいジャーナルに出ることになったんですけれども、やっ
ぱりそういう学生もいます。 
 
― 博士課程の学生さんに限らずなんですけれども、教育をするときに、教育とはこういうものだと
か、目指しているものはありますか。 
 
山本 社会にちゃんと出ていって役に立つ人をつくりたいなというふうには思います。それぐらいか
な。ごめんなさい、そんなに真面目に「教育とは」って考えたことがないんで（笑） 若い時に博士課
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程に行きたいなと思った時は、教育者になろうとは全然思っていません。若い頃は研究者になろう
と思っていて、研究したいと。で、どういうわけか大学に就職して、それでも、就職しても若い頃は、
教育というよりもやっぱり研究をしたいという気持ちが強かったですね。で、一緒に研究できる学生
がいて、それでいいなと思っていました。だんだん年をへるに従って、社会の役に立つ人を送り出
すのが仕事だなと思うようになりました。これは学部も同じですね。これからも同じです。 
 
以上 
 
